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５ レーザーラン

パートA -イベント

5.1イベントのプレゼンテーション
レーザーランは、レーザー射撃とランニングの2つの種目で構成されています。レーザー射撃は、
レーザーターゲットを備えた射撃場でレーザーピストルを使用して一連の射撃を行うことを含みます。
各射撃の後にはランニング区間が続きます。射撃とランニングの各区間は次のように指定されています。

5.1.1 競技要領
シニア、ジュニア、U19年齢カテゴリーのすべての距離において、最初のラップ（個人またはリ

レー）には射撃がありません。

YOG予選競技では、Under 19の距離のみが使用されます。



5.1.2 標的の仕様
現代ペンタスロン競技には、3つの主要なレーザーターゲットモデルが使用されています。

a) HT - ヒットレーザーターゲット
b) HTM – ヒット/ミスレーザーターゲット
c) LPT - レーザー精密ターゲット

5.2 権 限
5.2.1 LOCは、L-R全体を担当するレーザーランディレクターを任命します。
レーザーランディレクター
i) 2人の副レーザーランディレクター（ランニングとシューティング）を任命します。
ii) レーザーランの全体的な正しい実施に責任があります。
iii) 五種選手がウォームアップを始めることを許可します。

5.2.2 射撃ディレクター（副レーザーランディレクター）
i) レンジオフィサー、射座審判員、標的主任、機器管理担当者等、射撃場の人員を任命し、監督する。
ii) 射撃競技の正しい実施。
iii) 指定されたレンジオフィサーと連携して、機器の故障を迅速に修正し、レンジを運営するために必
要な専門家と資材が利用可能であることを確保する。

iv) 射撃場でのウォーミングアップ終了1分前及び30秒前であることを五種選手とコーチに通知し、競
技開始の3分前に終了します。

v) 報告されたすべての不正行為と罰則をTD/NTOに伝える。

5.2.3 レンジオフィサー（9から12の射座毎に1人を任命し、責任を負う）
i) 五種選手が正しい射座と標的を使用しているか確認する。
ii) 五種選手の名前とスタート番号を確認し、レーザーランのスケジュール、スタートリスト、スコア
カード、射撃場の登録に適合していることを確認する。

iii) 五種選手の服装（名前、番号、アームレット、ヘッドフォンなどのシャツ）を管理する。
iv) 可能な武器チェックと競技後の検査を実施するのを支援する。
v) 五種選手が正しい射撃姿勢を取っているか確認する。
vi) 五種選手が他の五種選手を妨害しないように確認する。

vii) 射撃場で五種選手に課せられた 10 秒のペナルティを（射座審判員と協力して）適用及び確認する。
ペナルティを適用する前に、審判員2名以上で違反行為を確認し、 TD から承認を得る必要がある。

viii) ターゲットの正しい操作を監督する。
ix) 射撃場での秩序を維持し、安全に特に注意を払う。
x) すべての不正行為、混乱、罰則の記録を確実にする。
xi) すべての不正行為と罰則を射撃ディレクターに伝える。

5.2.4標的主任
i) 競技前に射撃ターゲットを準備します。
ii) 競技全体を通して射撃ディレクターを支援する。
iii) ピストルテストを支援し、武器検査員を助ける。



5.2.5 射座審判員
射撃ディレクターは、カテゴリーA競技の各射座に1人の射座審判員を任命し、他のすべての競技では

2つの射座毎に1人の射撃審判員を任命しなければなりません。
i) 発射されたすべての弾着を観察する。
ii) 各五種選手がレーザーピストルを使用して、各射撃の間にピストルで射撃テーブルに触れることを
確認にする。

iii) 各射撃シリーズの後、ピストルが安全であることを確認します。レーザーピストルは、触れられず、
射撃テーブルに置かれ、射撃方向を向いていれば安全です。

iv) ルールの違反があった場合は、直ちに射撃ディレクターに通告する。
v) 射座で五種選手に課せられた10秒のペナルティを確認するために、レンジオフィサーと協力して適
用する。

vi) すべてのピストルモデルにおいて、最初の試みのショットでストップウォッチをスタートします。
射座審判員は、ターゲットのライトが最初のショットを示さない場合、五種選手に通告しなければな
りません。射座審判員は、50秒の制限時間が切れる5秒前に「射座XX番、残り5秒」と言って五種選手
に通告し、50秒の制限時間に達した時「射座XX番、ランニングスタート」と指示を出す。

5.2.6 ランニングディレクター（副レーザーランディレクター）
i) コース監察員、場内統制員、スターター、副スターター、スターター補助員、着順審判員、計時員、
記録係、アナウンサー、ペナルティストップエリア審判員等、すべてのランニング役員を任命し、活
動を調整する。

ii) コースの設営とイベントの運営を監督する。
iii) UIPMルールに従って、コースまたはトラック及びマーケティングバナーを含むすべての機器が整っ
ていることを確認する。

iv) UIPMルールが遵守されることを確保します。ランニングディレクターは、これらのルールに違反し
た五種選手や他の人に対して罰則を科す権限を持っています。

v) スタートエリア、射撃場のペナルティ、及びラストペナルティストップエリアからのペナルティの
適用を調整するために特別役員を任命する。

 5.2.7 コース監察員
コース監察員はランニングディレクターの助手です。彼らには最終決定を下す権限はありません。
彼らはランニングディレクターによって配置され、走行を注意深く監察できるようにされています。
ファウル、コースからの逸脱、無許可の援助、またはこれらのルールに対するいかなる違反があった
場合、彼らは直ちに口頭でランニングディレクターに報告し、その後書面で報告する。

5.2.8 場内統制員
場内統制員はスタート/フィニッシュエリアと射撃場エリアの完全な管理を行います。場内統制員は、
役員及び競技する五種選手以外の人がそこに入ったり、留まったりすることを許可してはいけません。
場内統制員は1人以上のアシスタントに支援されることができます。

5.2.9 スターター
スタータ―は、選手がスタート位置にいる間、五種選手を完全に管理し、レースのスタートに関連
する事実の唯一の判断者です。スタータ―は、自分自身、計時係、代理スタート係の時計を同期させ、
スタート前に残り時間を知らせ、最初の五種選手がスタートする際にスタート信号を出す責任があり
ます。スタータ―は、フライングスタートのペナルティを適用し、ランニングディレクターに通告し、
ランニングディレクターはアナウンサーに通告します。

5.2.10 副スターター
各スタートラインに1人ずついる副スタータ―は、スタータ―の下にあります。副スタータ―は五種
選手と身体的接触を持ってはいけません。彼らの任務は、各五種選手が時間通りにスタートすること
を確認にすることです。

5.2.11 スターター補助員
スタート補助員は、各スタートラインごとに1人ずつ配置され、スタートレーンにいる五種選手を
確認し、選手が正しい順序で、適切な時間に、正しい服装を着用し、正しい名前と国コードを持ち、
前後に番号が適切に取り付けられていることを確認しなければなりません。これらのルールに違反し
た場合は、直ぐにランニングディレクターに通告する。



5.2.12 着順判定員（２）
着順判定員は、五種選手のゴールラインでの到着順を登録する責任があります。独立して作業する

2組の2人の審判（着順判定員+ 計時員）が必要です。

5.2.13 計時員（２）
計時員は、ストップウォッチまたはデジタル表示の有無にかかわらず手動操作の電子タイマーを使
用しなければなりません。これらのルールの目的上、すべてのタイミングデバイスは「時計」と呼ば
れます。自動計時が使用されるかどうかにかかわらず、常に2人の計時員が必要です。

5.2.14 アナウンサー
アナウンサーは、レーザーランに参加する五種選手の名前と番号、及び中間タイムなどの関連情報
を公に知らせる責任があります。アナウンサーは、イベントの開始までのカウントダウンの最初の部
分を出発の1分前まで放送し、その後のカウントダウンはスターターの管理下に置かれます。結果
（順位、タイム、ポイント）は、情報を受け取った後、できるだけ早く発表しなければなりません。

5.2.15 ペナルティーストップエリア審判員
最後のペナルティストップエリアでは、2人の審判が射撃場の終わりから300〜400mの間に位置す
る特別なペナルティエリアに待機し、射撃ステーションでは適用できないペナルティを適用する準備
をしています。

5.2.16 武器検査員
武器検査員は、UIPMレーザー専門家の指導の下でレーザー射撃機器を検査、測定、確認し、武器や
その他の射撃機器および衣類をテストしなければなりません。

5.3 組織とイベントのスケジュール
競技用の材料、器具、衣服には、五種選手がレーザーラン中に使用するすべての材料、器具、競技
用具、衣服が含まれます。これらの材料は、広告を含め、競技前に管理されなければなりません。

5.3.1 総 則
i) 競技の前に機器検査が行われる場合があります。ピストルは競技の前日にテストされ、管理される
ことがあり、その場合、ピストルはLOCによって保管されるか、ウォームアップまで封印されます。
ランダムなピストルテストは、レーザーランの直後に行われることがあります。UIPMカテゴリー
「A」の競技では、これらは必須です。

ii) UIPMは関連するレーザーテスト機器を提供し、LOCは他の射撃テスト機器を提供します。このよう
なピストルテストは、競技開始の前日、性別ごとに別々に、または競技後に行われる場合があります。
現在の近代五種競技機器規則に従って、すべての技術的パラメータがテストされる可能性があります。
競技後のテストは、レーザーランの直後に行われます。射撃場は、最後の選手がクローズラップを開
始した直後に閉鎖されます。検査のために選ばれた選手と/または1名の代表者は、テスターに従い、
ピストルの検査とテストの際に立ち会うことができます。

iii) 五種選手は、器具の検査と衣服の検査を受けるために、予定された時間に材料・器具および衣服の
検査エリアに報告しなければなりません。

iv) 各五種選手は、武器検査エリアおよび衣類チェックポイントに最大1つの予備ピストルまたはシリ
ンダーを持参する必要があります。予備ピストルは直接射撃場に持ち込まれ、選手自身の射撃ステー
ションのボックスに閉じた状態で預けられなければなりません。ウォーミングアップ時間が終了した
後、射撃場のスタッフは予備ピストルの預け入れを許可しません。

v) 武器検査エリアは、イベントの前に武器検査のための完全なゲージと計器のセットを提供しなけれ
ばなりません。

vi) ピストルが機能しなくなった場合、五種選手は別のピストルを使用できますが、この予備のピスト
ルは、五種選手が提供し、事前に武器検査エリアによって検査、承認、マーキングされている必要が
あります。

vii) ピストルは口径、重量、単発、寸法について確認されます。適合しているピストルには、競技に許
可されていることが示されます。レーザーピストルも、第5.8条に従ってパラメータが確認されます。

viii) すべての承認された機器には、シールまたはステッカーが貼付され、管理カードに記録されなけれ
ばなりません。武器検査エリアは、五種選手の名前、製造者、タイプ、およびピストルのシリアル番
号を登録する必要があります。このような承認は、関連するイベントにのみ有効です。レーザー容器
の場合、シール/ステッカーは、機器テスト後にレーザー容器が干渉されないように配置する必要があ
ります。

ix) 機器が承認された後、ピストルはレーザーランルールに矛盾する方法で、イベントの前または最中
にいかなる形でも改造または調整してはならず、レンジオフィサーの合意と監督の下でのみ行うこと
ができます。



x) 未承認の変更や交換は罰則の対象となります。変更に関して疑問がある場合は、ピストルを武器検
査エリアに返却し、再検査と承認を受ける必要があります。

xi) リレー競技中のみ、競技する五種選手のピストルは射撃場のテーブルの上に置くことができます。
ピストルをテーブルの下の保管場所から射撃テーブルの上に移動できるのは五種選手のみです。

5.3.2 スタート順
各五種選手の前の五種目での得点が合計されます。これらの得点は、レーザーランのハンディ
キャップスタートのために変換されます。1ポイントの差は1秒のランニングに相当します。最も多く
のポイントを持つ五種選手がスタート合図（0‘00”）で最初にスタートし、射座No 1で射撃を行います。

5.3.3 シリーズ
射撃競技はシリーズで行われます。各シリーズは、直径59.5mmの有効ゾーンを持つターゲットに
対して、最大50秒の間に無制限のショットで5回のヒットを達成することから成ります。最初の
ショットから50秒経過しても5回のヒットに達しない場合、五種選手はペナルティなしで走り始める
ことができますが、これは銃が第5.4.1条に従って安全にされていることが条件です。

5.3.4 レンジの開放
i) ウォームアップには最低20分が必要です。3つ以上の競技が組織された競技の準決勝および決勝では、
全競技が始まる前に60分の一般的なウォームアップ時間が与えられます。その時間帯には射撃場が
ウォームアップのために開放されている必要があります。LOCは技術会議でウォームアップの形式を
確認します。

ii) レーザーランディレクターは五種選手に射座に入るように求めます。各射座は五種選手のスタート
位置に対応しています。１番の五種選手は射座番号１番で射撃し、２番選手は射座番号２番で射撃し、
以下同様です。

iii) セミファイナルとファイナルでは、レーザーランイベントの開始前に7分間の準備時間があります。
準備時間は前の競技の終了からレーザーランイベントの開始3分前までです。

iv) 準決勝前の予選でのウォームアップは、射撃ディレクターによる「レンジオープン」という適切な
指示の後に始まります。

v) 各選手には1人のコーチが付き添うことが許可されていますが、競技者との混乱や衝突を避けるため、
ウォームアップ中は審判の後ろのエリアに留まるよう求められます。競技者との混乱や衝突を避ける
ために「一方通行」システムが導入されています。予選では10分、準決勝および決勝では開始前にす
べてのコーチが「コーチの皆さん、競技エリアを離れてください」という指示のもと、競技エリアを
クリアしなければなりません。

vi) ウォームアップ時間または準備時間中、五種選手は無制限に走り、射撃を行うことができます。
レーザーピストルの連続照射ビームの使用は、ウォームアップ中のみ許可されています。

vii) 射座では、五種選手は水とタオルを使用でき、これらは予備のピストルやウォームアップ中に使用
する双眼鏡と一緒にテーブルの下に置かなければなりません。射座ではビデオカメラは許可されてい
ません。実際の競技中、射撃テーブルには選手のピストルと提供された保護用フォーム以外のアイテ
ムは置いてはいけません。

viii) 射撃ディレクターは、五種選手にシューティングセッションのウォームアップまたは準備時間の残
り5分、残り1分、残り30秒を通告します。

ix) ウォームアップまたは準備の後、開始信号の前に、ピストルは指定された射撃ステーションに置か
れていなければなりません。予備のピストルは、射撃テーブルの下の箱に閉じておかなければなりま
せん。

x) ウォームアップや準備中、コーチは射撃ステーションやランニング走路の外にある特別に示された
コーチ用エリアから五種選手を支援し、コミュニケーションを取ることができる。

xi) 射撃のウォームアップまたは準備セッションは、レーザーラン競技の開始の3分前に終了しなけれ
ばならず、五種選手はレーザーランのスタート地点に向かわなければならない。



5.4 競技の実施
5.4.1特定の安全規則

i) 安全規則は、開催国のそれぞれの国内法に従って、LOCによって制定されるものとします。LOCは、
すべてのイベント参加者にこれらの規則を通知し、その適用を提供する責任があります。

ii) すべてのイベント参加者と観客の安全は、自己規律、ピストルの取り扱いに対する注意深さ、競技
エリア内の移動における注意をすべての関係者が求められます。五種選手とチーム代表者は、自分の
ピストルを安全かつ効率的に扱うことを確実にする責任があります。

iii) UIPM TD/NTO、射撃ディレクターまたはレンジオフィサーは、安全のためにいつでもレーザーラン
を停止することができます。五種選手とチーム関係者は、危険な状況や事故を引き起こす可能性のあ
る状況をレンジオフィサーに直ちに通知しなければなりません。ピストルが射撃可能位置にない場合
は、常に銃格納箱の中に保管しなければなりません。

iv) ピストルは射座でのみ装填でき、「レンジオープン」の合図が与えられた後にのみ装填できます。
v) 「ストップ」という命令が出された場合、すべての五種選手は直ちに射撃を停止し、ピストルを安
全な方向に向けてテーブルの上に置かなければなりません。

5.4.2 スタート
i) ハンディキャップスタートは、2つのゲート「A」と「B」、および1つの追加のペナルティ
（「P」）ゲートの3つのゲートを使用しなければなりません。走行のスタートラインは、地面に幅
5cmの白い線で示されます。

ii) 前の競技で1分30秒以上のハンディキャップを持つ五種選手は、1分30秒で一斉にスタートします。
iii) レーザーラン競技のスタートは、ハンディキャップスタートで行われ、シニア、ジュニア、U19の
選手は最初のランニング距離の走行を完了した後、最初の5発の射撃シリーズを行います。

iv) 射撃ラインからのフライングスタートが発生した場合、フライングスタートに対する同じルールが
適用されます：フライングスタートには10秒のペナルティが科され、明らかに早すぎるスタートを試
みた場合は失格となります。五種選手は、自分のスタート時刻を知り、スタートラインに時刻通りに
到着し、時刻通りにスタートする責任があります。

v) アナウンサーはレーザーランの開始前に「10分」と「5分」を告知します。アナウンサーはレー
ザーランディレクターの指示の下、射撃場でのウォーミングアップまたは準備時間が終了したことを
宣言します。すべての五種選手はスタートエリアにいる必要があり、スターター及びスターター補助
員が五種選手を整列させ始めます。スタートの1分前には、すべての五種選手が自分のスタートタイ
ムの順に対応するゲートに集まっている必要があります。

vi) スターターは「スタートまで1分」、「30秒」、「20秒」、「スタートまで10秒」とアナウンスし
ます。計時員とレーザーランディレクターからOKが出た後、スターターは最初の五種選手に「テイ
ク・ユア・マークス」と言い、その後スタート信号を発します。すべての計時機器はスタート信号と
同時に始まります。スタートエリアには、スタートラインから容易に読み取れるスタートタイマーを
設置する必要があります。最初の五種選手のスタートタイムは「00.00」となり、No.1の五種選手は
「00.00」でスタートします。No.2の選手は、その時点でのポイント差に応じて「x」秒後にスタート
し、以下同様です。

5.4.3 不正スタート
i) スターター/アナウンサーは、早くスタートした五種選手と観客に直ちにその事実を告げ、彼らにフ
ライングスタートであることを知らせなければなりません。

ii) 遅れてスタートする五種選手はペナルティを受けることはありませんが、スタートリストに従って
開始すべき時点からの記録が計測されます。

iii) 五種選手が公式スタートタイム前にスタートラインを越えたり触れたりすると、ファルススタート
が発生します。スタート前には両足がスタートラインの後ろにある必要があります。

5.4.4 射撃の要領
i) 各五種選手は常に割り当てられた射座を使用しなければなりません。各チームは常に同じ指定され
たターゲットを使用しなければなりません。

ii) 五種選手は、正しいターゲットを撃つ責任があります。
iii) 五種選手は、両足を地面に置き、体のどの部分もテーブルに触れずに、射座内に完全に自由に立た
なければなりません。そうでない場合、違反毎に10秒のペナルティが適用されます。全てのピストル
は片手のみで保持し発射しなければならず、U9及びU11の年齢グループでは、ピストルを両手で保持
し発射することができます。挙銃しない手は挙銃した腕や手を支えてはいけません。そうでない場合、
五種選手は失格となります。



iv) ピストルは各ショットの間にテーブルに触れなければならず、そうでない場合は五種選手がペナル
ティを受けます。

v) 各射撃シリーズを成功裏に完了するか、50秒が経過した後でなければ、五種選手は走り始めること
ができません。最後のシリーズの後、五種選手は走行ゴールラインを越えなければなりません。

vi) 不具合は考慮されません。ピストルが機能しなくなった場合、五種選手は予備のピストルまたは武
器検査部門によって承認された別のシリンダーを使用することができます。不具合のために発射され
なかった場合、五種選手は中断することなく予備のピストルを使用でき、予備のピストルも機能しな
い場合、五種選手は走り始める前に50秒の射撃時間が経過するまで射座で待機しなければなりません。

vii) 予備ターゲットは使用できますが、選手は予備ターゲットに変更するためにレンジオフィサー/TDの
許可が必要です。

 5.4.5 ランニングコース
i) 五種選手は、スタートラインを越えてコースに従わなければならず、ランニング区間の最初のラッ
プを射撃なしで完了した後（シニア、ジュニア、U19イベントのみ）、各射撃シリーズのために射撃
場に行き、射撃を完了した後にフィニッシュラインを越えなければなりません。

ii) 審判員から通知され、音響システムで発表された場合、五種選手は停止し、指定された時間の間、
ラスト・ペナルティ・ストップ・エリアに留まらなければなりません。

iii) レース中、五種選手は身体的な支援や飲料を受け取ることはできません。特別な状況下では、ペン
タスロンディレクター、レーザーランディレクター、TDの決定により許可されることがあります。五
種選手の前または後ろを走る非競技者による支援は、無許可の支援と見なされる場合があります。イ
ベントの進行中に公式医療スタッフによる直接的な医療検査や、コース外の人物からの口頭またはそ
の他のコミュニケーションは無許可の支援ではありません。

iv) 五種選手/チームはコースを完走しなければなりません。

5.4.6 フィニッシュ
最後の30メートルは直線であり、テレビカメラや観客からよく見える必要があります。フィニッ
シュラインは、地面に幅5cmの白い線で示されます。五種選手は、胴体のいずれかの部分（頭、首、
腕、脚、手、足とは区別される）をフィニッシュラインの近い端の垂直面に最初に到達した順に計時
され、順位が決まります。

5.4.7 測 定
すべてのフィニッシュタイムは記録されます。公式に認められている3つの記録測定方法は、手動計
時、フォトフィニッシュシステムから得られる完全自動計時、トランスポンダーシステムによる計時
です。カテゴリー「A」の競技では手動計時は許可されていません。
自動審判及び計時機器が提供される場合、勝者、順位、各アスリートのタイムを決定するために使
用しなければなりません。そうして決定された結果とタイムは、計時員の決定よりも優先されます。
故障や機械的な不具合が発生した場合、計時員の決定が優先され、記録されたすべての手動タイムに
参照を行わなければなりません。すべてのカテゴリー「A」競技では、フィニッシュラインでのビデ
オ録画が義務付けられています。

i) 手動計時
a) 計時員はゴールラインに沿って配置され、可能な限りその場所にいるべきです。
b) 計時員はデジタル表示の手動操作の電子タイマーを使用するものとします。
c) 2人の公式計時員がすべての選手のタイムを計測します。
d) 各計時員は独立して行動し、他の人に自分の時計を見せたり、時間について話し合ったりするこ
となく、公式のフォームに自分の時間を記入し、署名した後、ランニングディレクターに渡すもの
とし、ランニングディレクターは報告された時間を確認するために時計を検査することができます。

e) すべての手動計時レースでは、時間は正確に1/10秒として読み取られ、記録されます。両方の時
間が記録され、異なる場合は、遅い方の時間が公式と見なされます。

f) 上記の規則に従って行動する計時主任兼運営ディレクターは、各選手の公式タイムを決定し、結
果を配布するために提供します。

ii) フォトフィニッシュシステムから得られた完全自動計時装置
a) UIPMに承認された完全自動計時装置及びフォトフィニッシュシステムは、すべてのオリンピック
競技で使用されるべきです。スタート時に自動的に開始されます。

b) システムは、フィニッシュラインの延長に配置された縦スリットのカメラを通じてフィニッシュ
を記録し、連続した画像を生成しなければなりません。画像はまた、1/100秒単位で目盛りが付け
られた均一な時間スケールと同期されている必要があります。

c) アスリートの配置は、時間スケールに対して垂直な読み取り線を持つカーソルを用いて画像から
特定されます。

d) システムは、五種選手のフィニッシュタイムを自動的に記録し、すべての五種選手のタイムを示
す印刷された画像を生成できる必要があります。

e) 少なくとも2台のフォトフィニッシュカメラが稼働しているべきであり、両サイドに1台ずつ必要
です。これらの記録装置は技術的に独立していて異なる電源と記録装置を持つべきです。



f) ランニングディレクターは、五種選手の順位と公式タイムを決定します。彼は、これらの結果が
競技結果システムに正しく入力または転送され、結果をチームに伝えられることを確実にします。

g) フォトフィニッシュシステムからのタイムは、担当役員が明らかに不正確であると判断しない限
り、公式と見なされます。その場合、計時員のバックアップタイムが、フォトフィニッシュ画像か
ら得られた時間間隔に基づいて調整可能であれば、公式となります。このような計時員のバック
アップタイムは、タイミングシステムの故障の可能性がある場合に任命されなければなりません。
部分的なハンデキャップのスタート順が使用された場合、最終順位と最終結果リストを作成する際
に考慮しなければなりません。

h) タイムはフォトフィニッシュ画像から次のように読み取られ、記録されるものとします。タイム
は1/100秒まで読み取り、1/10秒まで記録されます。

iii) トランスポンダーシステムによって測定された記録
a) スタート、コース中、またはフィニッシュラインで使用される機器は、五種選手の進行に対して
重大な障害や障壁となってはならない。

b) 五種選手のユニフォーム、ビブ、または靴に搭載されたトランスポンダーとその付属品の重さは
重要ではありません。

c) システムはスタートガンによって開始されるか、スタート信号と同期して開始されます。
d) システムは、競技中、ゴール時、または結果処理のいかなる段階においても、アスリートによる
行動を必要としません。

e) 解像度は1/10秒です（つまり、1/10秒差でゴールするアスリートを区別できます）。すべての
レースでは、時間は1/10秒単位で読み取られ、整数秒単位で記録されます。

f) 足にトランスポンダーが使用される場合、第5.4.7条は依然として適用されます。

5.5 得 点
500近代五種ポイントは、以下の記録を取得することで与えられ、速くまたは遅くなるごとに±1
ポイントが加算されます。

5.6 違反と罰則
5.6.1 減点１０点
五種選手またはチームは、以下の違反ごとに10秒のタイムペナルティを科されます。

i) 服装規定に違反する。
ii) スタート番号ゼッケンの寸法を変更する。
iii) 不正にスタートする。
iv) ウォーミングアップ終了後、または、各射撃シリーズ後にピストルを安全にテーブルに置かない。
v) 各ショットの間に射撃テーブルに触れないこと*; そのような罰則を適用する前に警告が発せられな
ければなりません。該当する審判とレンジオフィサーは、そのような罰則を適用する前にレンジのTD
から承認を得る必要があります。この罰則は、最初の警告の後の各違反に適用されます。

vi) コーチがウォーミングアップ中に指定されたコーチエリアの外にいて五種選手を助けた場合、初回
は警告となります。以降の違反には、五種選手に10秒のペナルティが科されます。

vii) ウォーミングアップが開始される前にピストルをボックス/ケースから取り出す2回目の違反。1回目
の違反は警告となる。



viii) テーブルに触れず、両足を射撃ステーションの地面に置いて自由に立っていない場合。そのような
罰則を適用する前に、警告が発せられなければなりません。

* これらのペナルティは、射座での次の射撃シリーズの開始前に科せられますが、最終射撃シリーズ
の違反では、ラスト・ペナルティ・ストップ・エリアで科せられます。

5.6.2失 権
五種選手またはチームは、次の理由で失権となります。
i) コースを完走しない。
ii) 故意か否かに関わらず、コース監察員の見解において、コースから逸脱し、重大なアドバンテージ
を得た場合。

iii) 不正な支援において、失格ではない場合。
iv) 未承認のピストルの使用。
v) 間違った標的を撃つ。
vi) ラスト・ペナルティ・ストップ・エリアで公式に罰則を指示されても停止しない。

vii) 競技シリーズ中に連続照射ビームを使用、または、準備とウォームアップ時間外で音声通信を行う。
viii) 両手でピストルを持つか、挙銃した腕を支えます。

ix) リレーでの不正な交代。
x) 射撃時間が終了する前に、射撃シリーズを完了することなくランニング区間を開始する。

4つの緑のライト➔失 権

5.6.3 失 格
五種選手またはチームは、次の理由で失格となります。
i) 公式に承認されたピストルを改造または調整してルールに違反させる。
ii) 規則に違反してピストルを交換する。
iii) あまりにも早すぎるスタートの露骨な試み。
iv) 他の五種選手の進行を妨げるように押し合ったり、走り回ったり、妨害したりする。
v) 射撃時間が終了する前に、射撃シリーズを完了することなくランニング区間を開始する。

3つ（またはそれ以下）の緑のライト➔失格（早期スタートの明白な試みと見なされる。）



パートＢ -  個人装備

5.7 服 装
i) 五種選手はアスレチックウェアを着用しなければなりません。カテゴリーAの競技会では、同じ国の
選手は一致したユニフォームを着用しなければなりません。

ii) 五種選手は、背中に名前がはっきりと見えるように、専門業者等に作られた、印刷または刺繍され
た上着またはペンタスーツを着用しなければならず、その下にはNFコードがあり、サイズは7〜12cm
で、シャツまたはペンタスーツの色と対照的な色でなければなりません。

iii) UIPMのロゴパッチは、UIPMのユニフォームガイドラインに従って、上着またはペンタスーツの上
に配置する必要があります。UIPMのロゴパッチが欠落しているか、誤って配置されている場合、ペナ
ルティスタートゲートで10秒のペナルティが科されます。

iv) 五種選手は、スパイクの有無にかかわらず、運動靴で競技しなければなりません。スパイクに関す
る制限は、招待状でLOCから通知される必要があります。

v) LOCは、すべての五種選手に2つの番号ゼッケンを提供する責任があります。
vi) 番号ゼッケンは、UIPMビジュアルガイドラインに従ってLOCによって提供され、選手が着用しなけ
ればなりません。番号は、ウエストの高さの上、前面と背面に着用され、すべての天候条件で見える
必要があります。番号ゼッケンは、接着材で作成することができます。

vii) レーザーランの前に1位の五種選手またはチームにはNo 1が割り当てられ、2位の五種選手/チームに
はNo 2が割り当てられ、以下同様です。

viii) 適切な番号がない限り、五種選手は競技に参加することは許可されません。
ix) 五種選手は、LOCから与えられたスタート番号の寸法（サイズと幅）を変更することを禁じられて
います。

x) 手、肘、腕に対して、射撃手にサポートを提供する可能性のあるリストバンド、圧縮スリーブ、
テーピングまたは類似のアイテムは禁止されています。

xi) スポーツウォッチは非射撃手に着用が許可されています。
xii) ラジオ、テープレコーダー、または音を出すまたは通信するシステムのいかなるタイプも禁止され
ています。音の減少のみを目的とするデバイスは着用できます。

xiii) 現役のオリンピックおよび世界チャンピオンは、観客にチャンピオンの地位を示す衣服、ベスト、
または腕章を着用することが強く推奨されます。

5.8 レーザーピストル
i) 単発式ピストルのみが許可されており、マガジンやクリップの形態は一切認められていません。発
射は機械的なトリガー（トリガーレバーの動き）によって行われなければなりません。電子トリガー
は禁止されていますが、レーザー信号の発信を作動させるためのセンサーやアクチュエーターはピス
トル内で使用できます。

ii) 単発レーザーピストルは、非発射手によって操作される必要がある装填レバーで装填されなければ
なりません。装填レバーは、各（レーザー）ショットを装填する目的を果たさなければなりません。
装填レバーは手動で機械的に開かれ、次のショットが可能になる前に0°から最低35°の動きが必要
です。

iii) 完全なピストルの全体的なサイズは、内寸が420mm x 200mm x 50mmの長方形の箱に完全に収まる
ことを許可する寸法に制限されています。箱の寸法には+1.0mmの製造公差が許可されています。最
小全体サイズは上記の寸法の20%（336mm x 160mm x 40mm）で、同じ公差が適用されます。各軸に
おいて、ピストルのサイズは最小寸法以上でなければなりません。

iv) オープンサイトのみが許可されています。光学ミラー、望遠鏡、レーザービーム、電子サイト、ア
クティブライト、周囲の光以外で作動する材料、または電子的に投影されたドットサイトは禁止され
ています。発射機構を作動させるようにプログラムされた照準装置やその指示を与える装置は禁止さ
れています。前後のサイトに保護カバーを付けることは許可されていません。垂直および水平の照準
補正が可能である必要があります。

v) グリップに対して90度未満でなければなりません。かかとや親指のサポートの上向きの湾曲、また
は親指の反対側の下向きの湾曲は禁じられています（図2を参照）。親指のサポートは、親指の自由
な上向きの垂直移動を許可しなければなりません。ただし、ピストルの縦方向におけるグリップやフ
レームの湾曲面、かかとや親指のサポート（図3および4を参照）は許可されています。

vi) 各ピストルにつき、レーザーカートリッジ/モジュールは1つのみ許可されています。
vii) レーザーカートリッジは、15.6 msのレーザー信号持続時間、赤色（635-650 nm）、±10 nmの

UIPMレーザー信号を持たなければなりません。レーザー出力は2.5 mwから3.4 mwの範囲でなければ
なりません。UIPMレーザー信号（発射信号）に関する技術仕様は、UIPM文書「レーザー射撃の技術
仕様」と現在のUIPM認証文書に詳細に記載されています。



viii) 次のアイテムは、武器検査員によって競技会でテストされることがあります。
a) ピストルの重量と全体的なサイズ。
b) 使用されているレーザーモジュールが指定された最大/最小レーザー出力に準拠しているか。
c) レーザーの波長：635から650nm ± 10 nm。
d) 埋め込まれ承認されたUIPMレーザー信号のパラメータ（「短いレーザー信号」とも呼ばれる）。
e) ビーム直径：最大10メートルの距離で6mm。
f) ピストルのトリガーを引いた後、レーザービームが放出される時間は6msから10msの間でなけれ
ばなりません。

g) ワイヤーとラジオは自由です。
h) 競技の承認後、その競技期間中の設定変更は禁止されます。

ix) レーザーセキュリティ：使用されるレーザーモジュールは、UIPMレーザー信号15.6に基づき、レー
ザークラス1（EN 60825-1:2014/IEC 60825-1:2014およびすべての更新）に準拠している必要がありま
す。提供者は、近代五種競技で使用するために自社のピストルおよびカートリッジに組み込んだ各タ
イプのレーザーモジュールに対する証明書を提供する責任があります。

パートＣ -  LOCが提供する機器・設備

5.9 競技会場
5.9.1 試合会場

i) レーザーランの競技場は、レーザーラン競技が行われる場所であり、射撃場とランニングコースで
構成されています。LOCは、安全で受け入れ可能なレーザーランコースを提供する責任があります。

ii) 競技場は、すべてのタイプのレーザーラン競技が開催できるように、これらの規則に従って技術的
に適していなければなりません。観客に競技を最良の形で観覧できるようにし、以下の第5.9.4.i条お
よび第5.10.1.viii条に指定された日光からの保護を考慮して、テレビ放送のすべての要件を満たさなけ
ればなりません。

5.9.2 さまざまなエリア
i) スタート/フィニッシュエリア、射撃場、ラストペナルティストップエリア、リレーゾーン、600m
（またはU13、U11、U9では300m）の周回ランニングコース、審判エリア、コーチエリア、メディア
および写真家エリア、観客エリア、さらにUIPMおよびLOCに必要な建物やオフィスが必要です。

ii) すべてのエリアとほとんどの競技コースは平坦な地面に近接して配置され、観客の大多数が競技を
よく観覧できるようにする一方で、観客が制限区域にアクセスすることは許可されません。

iii) これらのエリアとコースの重要な部分は、五種選手が妨げられたりコースを外れたりするのを防ぎ、
無許可の人のアクセスを防ぐためにフェンスで囲まれなければなりません。しかし、フェンスの高さ
と範囲は、テレビ中継への干渉を避けるために可能な限り最小限に抑える必要があります。

iv) 五種選手や競技関係者が必要な活動を行うための十分なスペース、チームサポートスタッフ、メ
ディア、写真家、観客のための適切なスペース、そしてテレビカメラクルーとその放送設備が競技に
干渉しないように十分なスペースが必要です。

v) LOCは、五種選手を天候から守るための保護されたエリアを提供しなければなりません。
vi) 競技のテレビ中継のためのゾーンは、LOC、UIPM TD/NTO、およびイベントの責任者であるテレビ
アドバイザーと相談の上、コース上に設置されます。ゾーンの主な目的は、競技の最良の中継を確保
し、特に非競技者によるテレビ映像の妨害を防ぐことです。

vii) フィニッシュゾーンに隣接して、テレビ会社の代表者、メディア、写真家が競技者とインタビュー
や写真撮影のために密接に接触できるように、フェンスで囲まれたエリア（ミックスゾーン）を設け
る必要があります。

viii) VIPやスポンサーのための専用の座席エリアは、イベントの最適な観覧のために最も適切な場所に
LOCによって設置されなければなりません。



5.9.3 ランニングコース
i) コースは明確にマークされ、定義されなければならず、五種選手がコースの進行方法に疑問を持つ
ことがないようにする必要があります。コースはあらゆる種類の表面に配置できます。五種選手の怪
我のリスクを最小限に抑えるように設計されなければならず、そのため急な曲がりや急な下り坂は避
ける必要があります。

ii) コースの最大標高差は50メートルです。
iii) 総標高差は、コースの最低点と最高点の垂直距離を計算することによって測定されます。
iv) コースの最後の30メートルは直線で平坦でなければなりません。
v) コースは300メートルの地点に標識を立てる必要があります。
vi) コース全体は、どの地点でも二人のランナーがすれ違えるように十分な幅が必要です。

vii) スタートとフィニッシュラインは常に同じエリアにある必要がありますが、必ずしも同じ正確な地
点である必要はありません。

viii) コースは、フラッグ、三角形、バリア、テープなどで明確にマークされている必要があり、または
地面にマークが付けられている必要があります。これにより、五種選手が常にコースの方向を確認で
きるようになります。競技カテゴリー「A」と「B」のコースのすべての角は、地面から0.5〜1mの高
さで、コーナーの10m前と10m後に明確に見えるようにマークされなければなりません。コースを確
認するのはUIPM TD/NTOの義務です。

ix) スタートラインとフィニッシュラインは、スタート地点とフィニッシュ地点の地面に幅5cm以上の
白い線で示されなければなりません。スタートラインとフィニッシュラインを示すために、ガント
リー（アーチ、ゲートなど）、垂直のポール、またはそれに類似したものの使用を推奨する。

x) リレー競技では、スタートラインとフィニッシュラインは最低5メートルの幅が必要です。リレーの
受け渡しのために20メートルの交換ゾーンが設けられます。交換ゾーンは平行な通路に配置され、
ゾーンの中央点はスタート/フィニッシュラインと整列しなければなりません。したがって、ゾーンの
寸法は20メートル×最低5メートルになります。このゾーンは明確に区画線で表示する。

xi) フィニッシュラインの後ろのフィニッシュエリアは、コースを完了した五種選手の対応を行うため
に、LOCが十分なスペースを確保できる大きさでなければなりません。

xii) フィニッシュゲートは、アスリートがレースを完了する際の最終ラップのみに使用され、スタート
ゲートとしても機能する場合があります。すべての中間ラップでは、アスリートはフィニッシュゲー
トを通過せず、ゲートに隣接する別の指定された通路を通過しなければなりません。この通路は適切
に準備され、常に少なくとも2人のランナーが同時に通過できる十分な幅が必要です。

xiii) タイミング装置とタイムキーパーのあるフィニッシュエリアへのアクセスは、五種選手、メディア、
観客がアクセスできないように適切に制限されなければなりません。特に、射撃フェーズの後にラン
ニングコースに入るペンタスロン選手同士の衝突を避けるために、ランニング射撃ゾーンには特別な
注意が必要です。

xiv) すべての公式UIPMカテゴリーAとBの競技会では、UIPM TD/NTOがコースの長さと経路を検査し、必
要に応じて変更を行わなければなりません。オリンピックと世界選手権では、この検査は競技開始の
少なくとも2日前に行われる必要があり、その他の競技では競技開始の少なくとも1日前に行われる必
要があります。

xv) 競技の最初の種目が始まる60分前までに、コースをマーキングし、ウォーミングアップを開始でき
るようにしなければなりません。

xvi) 開始の少なくとも5分前には、すべての必要な制限が解決されていなければなりません。

5.9.4 射撃場の要件
i) 射撃場は屋内または屋外で、五種選手に直射日光が影響しないように構築されなければなりません。
ターゲットは、太陽がターゲット上のショットの記録に直接干渉しないように配置されるべきです。
ターゲットは互いに1m ± 15cmの間隔で配置されます。

ii) 会場、走行コース、ターゲットが十分に照明されていれば、レーザーランは夜間に開催することが
できます。この場合、屋内射撃場では、ターゲットでの最低光条件は500ルクス、射撃場エリアでは
300ルクスとします。

iii) 射撃場は、五種選手、コーチ、審判、観客の安全を保証できるように建設されなければなりません。
射撃距離は射撃レーンからターゲット面まで測定され、±0.05mが許容範囲として受け入れられます。

iv) レーザーピストルでは、横壁や後壁は必要ありませんが、承認されていない人が範囲にアクセスで
きないようにする必要があります。

v) 天気予報が悪いと予測される場合、射撃場は五種選手を雨から守るために特別な屋根のカバーと、
防水ボックスを使用して、射撃テーブルの下にある五種選手のピストル、水、タオル、双眼鏡を保護
しなければなりません。

vi) 射撃場は、観客が競技を楽しみ、ゴールを見ることができるように準備されなければならず、ゴー
ルラインは射撃場の近くに設置されます。

vii) トレーニング、ウォームアップ、競技中、競技者は一方の側から射撃場に入り、反対側から出なけ
ればなりません。



viii) 射撃ステーションは、発射点番号に対応する最低高さ12cmの数字でマークされなければなりません。
射撃ステーション番号1は、スタートゲートから最も遠くに配置されなければなりません。

ix) ペンタスロンの射撃エリア（幅1m±15cm x 深さ1.5m以上）は、明確に定義され、目に見える地面
に塗られた横線と後方線（各ランニングレッグのスタートライン）が必要です。横線の塗装はテープ
や小さな広告バナーに置き換えることができます。

x) 射撃ポイントの後ろには、五種選手が各射撃シリーズの前後に他の選手を妨げることなく射撃ス
テーションに走るための十分なスペース（最低4m）が必要であり、射撃場の役員やUIPMのTD/NTOが
その職務を遂行できるようにする必要があります。

xi) ターゲットは、射撃ステーション番号に対応する数字でマークされなければなりません。数字は、
適切な射撃ステーション、VIPエリア、一般席、テレビカメラから通常の視力で容易に見えるように、
最低25cmの高さでなければなりません。

xii) LOCは、R1およびR2と番号付けされた2つの予備ターゲットの提供を保証しなければなりません。
すべての五種選手に対してターゲットの数が不足する場合、レーザーランは2回以上のシリーズで組
織され、トップのペンタスロン選手が最後のシリーズで競います。

xiii) ターゲットおよびその他の機器（ターゲット番号、結果表示、ターゲットカバー、ライト）は、目
立った動きがないように固定されている必要があります。

xiv) 標的センターの高さは、発射点の床のレベルから測定された以下の高さの範囲内でなければなりま
せん。
a) 標準的な高さの許容範囲：1.40m ± 0.05m
b) 水平的な許容範囲：0.25 m

xv) 射座には次のものが装備されている必要があります。
a) 高さ約0.7m〜0.8mのテーブルまたはベンチ。テーブルトップにレーザーピストルがある場合、シ
ステムへの干渉を避けるためにLOCが提供するソフトパッド/フォームクッション（±A4サイズ、推
奨高さ8cm）を用意する必要があります。

b) テーブルには、雨の場合に備えてピストルの保護が必要です（防水ボックス）またはテーブルの
下に置く場所が必要です。

xvi) 選手は、テーブルの上に必要な機器のみを置いて、整然とした射撃姿勢を維持しなければなりませ
ん。実際の競技中、射撃テーブルには選手のピストルと提供された保護パッド/フォーム以外のアイテ
ムは置いてはいけません。

xvii) 電子およびレーザーターゲットを使用する場合、スタジアムやアリーナに既に設備が整っていない
場合は、最低20分間システムを稼働させることができる適切な無停電電源装置（UPSシステム）を
LOCが提供しなければなりません。電源ケーブルは3*2.5mm²のセクションで、20Aのセキュリティが
装備された防水ボックスが必要です。このボックスは、地面から最低0.5mの高さで壁の裏側に固定さ
れなければなりません。

5.10 その他の機器
5.10.1 標的の要件

i) UIPMシニアAカテゴリーの競技では、レーザー精密ターゲットが必須です。
ii) UIPMによって認証されたターゲットのみが、カテゴリー「A」と「B」の競技およびPWR競技で使
用できます。各シーズンの始めに、UIPMはカテゴリー「A」と「B」の競技で使用できる認証基準の
リストを公開します。

iii) 単一のレーザーターゲットアプリケーションでは、ヒットおよびヒット/ミスターゲットは外部コン
ピュータなしで動作できる必要があります。

iv) 前面ターゲット側の最小サイズは170mm X 170mmです。ターゲット中心ゾーンの色は黒（10mの距
離からはっきりと見える暗色）です。このエリアの寸法は59.5mmで、許容差は0.5mmです。ター
ゲット表面は白でなければならず、黒い照準エリア（中心）が適切な距離で通常の光条件下で明確に
見えるようにする必要があります。ターゲットは10mエアピストルターゲットの規格に準拠しており、
図5、6、8も参照してください。最大入力は24Vで、データネットワークに関するすべての基準を満た
しています。

v) 「ヒット」の有効ゾーンは、以下に各ターゲットタイプごとに詳細に説明されています。
vi) ターゲットは、雨や直射日光（最大30klx）を含むすべての天候条件で機能しなければなりません。

vii) 屋内および夜間競技では、LOCは使用される人工照明によってターゲットが干渉されるかどうかを
確認する必要があります（UIPMおよび提供者との協力によるターゲットの事前テスト）。

viii) 競技モードの個々のターゲットによるアクティブな無線通信はありません。結果発表の目的のため
に、ネットワークコンピュータは無線デバイスにサービスを提供できます。ネットワークコンピュー
タは、外部の通信干渉から保護されなければなりません。



5.10.2 ヒット標的
この種のターゲットは、ターゲットの黒いゾーンにのみレーザー信号の存在を検出します。したがっ
て、ヒットの指示がある場合にのみフィードバックが発生します。
i) 技術的要件は次のとおりです。

a) ターゲットは承認されたUIPM信号を特定しなければなりません。詳細は認証文書に記載されてい
ます。

b) 内部/外部光インターフェースに関する最大200msの反応時間。
c) ブラックセンターゾーンに当たったショットは有効なショットです。UIPM 信号の持続時間の 80% 
以上を検出する必要があります。

ii) すべてのレベルの競技に対する特定の要件
a) 黒と白のゾーンの境界線でのレーザードット検出の精度は1.0mmです。ヒットの指示には、レー
ザードットの最小部分（中心点から1mmの半径）が黒い照準エリア内にある必要があります。有効
ゾーンの直径は59.5mm（黒いゾーン）です。

b) 屋外で使用できる。
c) 外部の摂動が保護されており（発生した光による反応はなく、UIPM信号とは異なります）、技術
文書および承認文書「レーザー射撃の技術仕様」および現在のUIPM承認文書により、いくつかの詳
細が提供されています。

5.10.3 ヒット／ミス標的
この種のターゲットは、ターゲット上のレーザー信号の存在を検出し、入射したレーザー光がどの
ゾーン（黒または白）で検出されたかを判断します。
i) 技術的要件は次のとおりです。

a) ターゲットは承認されたUIPM信号を特定しなければなりません。詳細は認証文書に記載されてい
ます。

b) 光インターフェースおよびデータインターフェース（競技サーバーへのネットワーク）に関する
最大反応時間は200ミリ秒です。

c) 検出手順は、ファーストインパクト検出スキームに従わなければなりません。黒い中心ゾーンに
最初に当たるショットは有効なショットです。白い中心ゾーンに最初に当たるショットはミス
ショットです。

d) UIPMオープンターゲットプロトコルに準拠したショットのデータ（ヒット＆ミスの結果）を送信
できる。

e) 非可視光からの干渉は避ける必要があり、IRフィルターによって遮断されなければなりません。
レーザー光とは異なる可視光（波長範囲）は遮断されるべきです。

f) 外部照明用コネクタ
ii) すべてのレベルの競技に対する特定の要件

a) データネットワーク（UIPMオープンターゲットプロトコル）を介したショットのライブ表示
（ヒットとミス）。

b) 外部照明に対する「ヒットとミス」のショットの指標。
c) 黒と白のゾーンの境界線でのレーザードット検出の精度は1.0mmです。ヒットの指示には、レー
ザードットの最小部分（中心点から半径1mm）が黒い照準エリア内にある必要があります。有効
ゾーンの直径は59.5mm（黒いゾーン）です。

d) 屋外で使用できる。
e) 外部の摂動が保護されている（発生した光による反応はなく、UIPM信号とは異なる）。
f) 競技モードでは、すべての設定と射撃データを記録する必要があります。すべてのデータは、審
査員の目的のために競技後に利用可能でなければなりません。すべてのターゲットは同じ動作と性
能（ネットワーク管理）を持っている必要があります。

g) 射撃時間は、ターゲットが最初のショット（登録されたショット、有効かどうかにかかわらず）
に当たったときに始まります。

技術文書および承認文書「レーザー射撃の技術仕様」と現在のUIPM承認文書によって、さらに詳細が提
供されています。



5.10.4 精密標的
この種のターゲットは、ターゲット上のレーザー信号の存在を検出し、結果として得られるレーザー
ドットの画像をキャプチャします。画像のキャプチャはUIPM信号のタイミングと同期しています。埋め
込まれた画像処理手順は、その後、ドットの正確な位置情報を提供します。シニアAカテゴリーの競技
では必須です。
i) 技術的要件は次のとおりです。

a) ターゲットは承認されたUIPM信号を特定し、信号とレーザードット分析の間で同期が必要です。
詳細は認証文書に記載されています。

b) 光インターフェースおよびデータインターフェース（競技サーバーへのネットワーク）に関する
最大反応時間は200ミリ秒です。

c) 再構築手順は、第一次衝撃検出スキームに従わなければなりません。自動再構築により、ビーム
中心の衝撃から4.5mmの口径が得られた後、7.3以上に当たる場合、ショットは有効です。これは直
径54.7mmの有効ゾーンに相当します。

d) 衝撃中心点からのショットのデータ（ショットのXおよびY位置をUIPMオープンターゲットプロト
コルに従って送信できる）。

e) 非可視光からの干渉は避ける必要があり、IRフィルターによって遮断されなければなりません。
レーザー光の波長範囲とは異なる可視光は遮断されるべきです。

f) 外部照明用コネクタ
ii) すべてのレベルの競技に対する特定の要件

a) ウォームアップ中にデータネットワークを介して1/10単位で画面にショットのライブ表示を行う
（UIPMオープンターゲットプロトコル）。ワイヤレス接続デバイスによるウォームアップ中の結果
発表が推奨されます。

b) 外部照明に対する「ヒットとミス」のショットの指標。
c) x/y座標に関するレーザードット検出の精度は0.5mmです（ターゲット全体に関係します）。
d) 屋外で使用できる。
e) 外部の摂動が保護されている（UIPM信号とは異なる事象光による反応は発生しない）。
f) 競技モードでは、すべての設定と射撃データを記録する必要があります。すべてのデータは、審
査員の目的のために競技後に利用可能でなければなりません。すべてのターゲットは、同じ動作と
パフォーマンス（ネットワーク管理）を持っている必要があります。

g) 射撃時間は、ターゲットが最初のショット（登録されたショット、有効かどうかにかかわらず）
に当たったときに始まります。

iii) すべての得点リングの寸法は、得点リングの外側の端（外径）から測定されます（図8を参照）。

技術文書および承認文書「レーザー射撃の技術仕様」と現在のUIPM承認文書によって、さらに詳細が提
供されています。

5.10.5 表示器(結果表示灯)
i) 指標波長：赤色は640nm、緑色は520nmでなければなりません。（±20nm。）指標はターゲットの
上部から最低80cmの位置に取り付ける必要があります。

ii) Aカテゴリーの競技会では、指標は選手や観客に明確に見える必要があり、直径55mm、最小120°
の視野角であるべきです。指標の背景は対照的な色でなければなりません。各赤/緑ランプの間の距離
は約40mmである必要があります。

iii) 他のすべての競技では、異なる指標を使用できますが、ライトはアスリートとコーチにとって明確
に見える必要があります。

iv) 電気インターフェースはUIPMの仕様に準拠しなければなりません。
v) 表示器は水平または垂直に配置できます。

5.10.6 収納ボックス
LOCは、各射撃ステーションにアスリート用の指定された収納ボックスを提供しなければなりません。
これらのボックスは、競技開始前に射撃場から取り除かれ、イベントの終了まで安全な場所に確実に保
管されなければなりません。



5.11 LOC制御装置およびツール
5.11.1 各種検査器材
衣服の管理は観察によって行われ、必要に応じて定規を使用します。すべての種類のピストル（第5.8
条）の管理のために、LOCは次のものを持っている必要があります：寸法用の箱、計量器、定規、直角
定規、角度スケール、および承認されたピストルを登録しマークするためのシステム。レーザーピスト
ルとレーザー弾薬については、LOC/UIPMはレーザービームのチェック用の機器 - 出力、直径、時間 - お
よびバッテリーの出力も持っている必要があります。

5.11.2 建築資材と工具
LOCは、第5.3条および第5.4条 – その他の機器に記載されているように、FOPを構築、維持、再構築す
るための材料と工具を用意しておかなければなりません。これには、メジャーテープ、定規、測定車、
ハンマー、地面を修理するための工具や機器、バリア、ポールまたは柱、テープ、インク、ペイントブ
ラシ、プラスチックコーンなどが含まれます。



付録5A- ペナルティテーブルレーザーラン

服装規定に違反する

番号ゼッケンの寸法を変更する

各ショットの間に射撃テーブルに触れない
こと

テーブルに触れず、両足を地面につけて自
由に立っていない

公式ウォームアップ時間が始まる前に、
箱の中にピストルがないこと

意図的であれ無意識であれ、走路からの逸
脱

W-UPや射撃シリーズの後にピストルを
テーブルに安全に置かなかった

指定されたコーチエリアの外でのウォーム
アップ中のコーチの支援

「5つの緑の信号」を点灯させず、射撃
シリーズを完了する前に、4つの緑の信
号だけで走り始める

承認されていないピストルとの交換

不正なスタート

コースを完走しないこと

誤った標的への射撃

無許可の支援

両手でピストルを持つか、挙銃した腕を支
える

未承認のピストルの使用

審判の指示で最後のペナルティエリアで止
まらないこと

競技シリーズ中に連続照射ビームを使用し
たり、準備やウォームアップ時間外での音
声通信を行うこと

リレーでの不適切な交代

承認されたピストルの修正または調整

あまりにも早すぎるスタートの露骨な試み

他のアスリートを押しのけたり、走り回っ
たり、妨害したりすること

「3つ（またはそれ以下）の緑の信号だけ
で、射撃シリーズ（「5つの緑の信号」）
を完了する前に走り始める。」

失 権

失 権

失 権

失 権

失 権

失 権

失 権

失 権

失 権

失 権

失 格

失 格

失 格

失 格

失 格

警 告

警 告

警 告

警 告

警 告

1回目 その後

第5.6.1条ivおよびviiiの違反に対する罰則は、最終シューティングシリーズで犯された場合、ラストペ
ナルティエリアで科せられます。

違 反 ルール 罰 則



付録4A- ペナルティテーブル水泳

プールの底に足を着く。

ターン時にプールの端に触れない。

レーンを離れる命令が出る前に、泳ぐレーン
を離れる。

前側から水を離れる。

最後のヒートが終わった後、審判長の許可を
待たずに水に入る。

スタート信号の前にスタート動作を始めるこ
と、または「テイク・ユア・マークス」の合
図後、スタート信号の前に水に飛び込むこと
や落ちること。

UIPMロゴパッチの欠落または不適切な配置。

15メートル後に水面に浮上しなかった。

スタートを遅らせる、命令に故意に従わない、
またはスタート時に発生するその他の不正行
為。

「テイク・ユア・マークス」の前に水に飛び
込んだり落ちたりする。

リレーでの不適切な交代。

水泳中に選手のスピード、浮力、持久力を助
ける可能性のある他のデバイス、例えば水か
き手袋、足ひれ、フィンなどを使用すること。

故意に、意図を持って、他の五種選手を押し
たり横切ったり妨害したりして、彼らの進行
を妨げたり、意図的に早くスタートを切ろう
とすること。

油やグリースを使用する。

規定の水着を着ることを拒否する。

近代五種
10ポイントの減点

失 権

失 格
チームの失権

付録4B1- 距離とポイント表

（注：説明と適用については、4.6を参照してください）



付録5B1- ポイントテーブル
（シニア、ジュニア、U19：個人＆リレー）



付録5B2- ポイントテーブル
（U17個人）





付録5B3- ポイントテーブル
（U15個人）（U17、U15：リレー）



付録5B4- ポイントテーブル
（U13個人）（ U13、U11、U9：リレー）





付録5B5- ポイントテーブル
（U11、U9：個人）
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